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2)  Tanaka K. Trend of quality control of herbal medicines in Japan. International workshop on quality control of natural product; 
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3)  小松かつ子．伝統医薬データベースを基盤とした難治性疾患への治療戦略．シンポジウム「生薬等医薬資源の科学
の構築」に向けて－ファンクショナルゲノミクスと化学から医薬資源の確保・国産化と医療の展開まで．日本生薬
学会；2013 Feb 19；東京． 
4)  朱 姝，于 暁麗，白石史遠，小松かつ子，村上守一，田村隆幸．Genetic characterization of White/Red Peony roots and 
the horticultural cultivars of Paeonia lactiflora by nuclear rDNA ITS sequences．日本薬学会第 133 年会；2013 Mar 27-30；
横浜． 
5)  于 暁麗，朱 姝，呉 煜秋，小松かつ子，村上守一，田村隆幸．芍薬の成分的多様性の解析（2）－白芍・赤芍の
成分的差異と園芸品種の薬用資源としての可能性．日本薬学会第 133 年会；2013 Mar 27-30；横浜． 
6)  中村賢一，鈴 華佳，岡寄萌里，小松かつ子，服部征雄，岩島 誠．腸内細菌由来プエラリン C-グリコシド結合開
裂酵素の精製．日本薬学会第 133 年会；2013 Mar 27-30；横浜． 
7)  原田和生，小田知佳，角明香里，高上馬希重，山本 豊，朱 姝，小松かつ子，平田收正．カンゾウの品質評価に
向けたメタボローム解析の活用．第 6 回甘草に関するシンポジウム；2013 Jul 6；北海道当別． 
8)  何 敬愉，朱 姝，小松かつ子．Chemical evaluation on Codonopsis Radix (1) - Development of HPLC-DAD method for 
analysis of polyacetylenes, phenylpropanoid and pyrrolidine alkaloids in medicinally-used Codonopsis species. 第 30 回和漢
医薬学会学術大会；2013 Aug 31-Sep 1；金沢． 
9)  平 修，朱 姝，小松かつ子，磯田 進，吉松嘉代．イメージング質量分析を用いたダイオウの二次代謝産物の組
織内分布．第 30 回和漢医薬学会学術大会；2013 Aug 31-Sep 1；金沢． 
10)  中村賢一，鈴 華佳，竜瀬真衣，岡嵜萌里，渥美志保，小松かつ子，服部征雄，岩島 誠．腸内細菌由来プエラリ
ン C‐配糖体代謝酵素の活性化に関与する低分子補因子の同定．第 30 回和漢医薬学会学術大会；2013 Aug 31-Sep 1；
金沢． 
11)  伏見直子，伏見裕利，小松かつ子．富山大学和漢医薬学総合研究所民族薬物資料館所蔵の『第五改正日本薬局方生
薬標本』について．第 30 回和漢医薬学会学術大会；2013 Aug 31-Sep 1；金沢． 
12)  柴原直利，条美智子，小松かつ子，朱 姝，門脇 真，山本 武，東田千尋，紺野勝弘，数馬恒平．「伝統医薬デー
タベース」の構築（3）．第 30 回和漢医薬学会学術大会；2013 Aug 31-Sep 1；金沢． 
13)  小松かつ子，冷 正鵬，白 焱晶，朱 姝，葛 躍偉，伏見裕利，村上守一，田村隆幸，中曽根亨，吉松嘉代．ダ
イオウの圃場栽培と優良系統の選抜．日本生薬学会第 60 回年会；2013 Sep 7-8；北海道当別． 
14)  何 敬愉，朱 姝，小松かつ子，合田幸広，蔡 少青．Quality evaluation of medicinally used Codonopsis species and 
Codonopsis Radix based on the contents of pyrrolidine alkaloids, phenylpropanoid and polyacetylenes. 日本生薬学会第 60 回
年会；2013 Sep 7-8；北海道当別． 
15)  原田和生，小田知佳，角明香里，高上馬希重，朱 姝，小松かつ子，山本 豊，平田收正．カンゾウの品質評価に
向けたメタボローム解析の活用．日本生薬学会第 60 回年会；2013 Sep 7-8；北海道当別． 
16)  深谷晴彦，一栁幸生，朱 姝，小松かつ子，竹谷孝一．ビャクブコンより得られた新規 croomine 型アルカロイドの
絶対構造について．日本生薬学会第 60 回年会；2013 Sep 7-8；北海道当別． 
17)  原田和生，小田知佳，角明香里，高上馬希重，山本 豊，朱 姝，小松かつ子，平田收正．カンゾウの品質評価に
向けたメタボローム解析の活用．第 8 回メタボロームシンポジウム；2013 Oct 3-4；福岡． 
18)  小松かつ子．サステイナブル伝統薬を志向した薬用資源植物の多様性の解析．（財）染色体学会第 64 回年会；2013 Nov 
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◆ その他 
1)  小松かつ子．東西医学融合医療モデル国際共同開発／天然薬物の遺伝子解析等に基づく標準化研究〈広域化プログ
ラム〉．ほくりく健康創造クラスター成果発表会，文部科学省地域イノベーション戦略支援プログラム；2013 Feb 15；
富山． 
2)  小松かつ子．漢方薬・生薬の標準化をめぐる最近の話題．富山漢方会；2013 Mar 9；富山． 
3)  小松かつ子．ブランド生薬の開発を指向したシャクヤク及びエゾウコギの多様性の解析．第 4 回信州機能性食品開
発研究会，（財）長野県テクノ財団伊那テクノバレー地域センター；2013 Mar 15；駒ヶ根． 
4)  小松かつ子．漢方医学・生薬について．富山大学赭鞭会；2013 May 23；富山． 
5)  小松かつ子．世界の伝統医薬学．平成 25 年度漢方医学と生薬講座（第 3 回），NPO 法人富山のくすし；2013 Jun 8；
富山． 
6)  小松かつ子．里山の植物観察会～親子で学ぶ身近な薬草～．財団法人富山・水・文化の財団；2013 Jun 9；南砺市医
王山． 
7)  小松かつ子．薬膳に利用できる生薬と食材の効能．いきいき健笑会；2013 Jun 25；富山． 
8)  小松かつ子．野外で薬草を観察する会．富山県薬事研究所；2013 Jul 7；富山． 
9)  小松かつ子．体験実習 1. 和漢薬鑑定に挑戦．第 18 回和漢医薬学総合研究所夏期セミナー；2013 Aug 22-23；富山． 
10)  小松かつ子．「薬食同源」と薬膳．平成 25 年度第 1 回「富山やくぜん」研修会，富山市商工労働部；2013 Aug 28；
富山． 
11)  小松かつ子．和漢薬を健康に活かす．平成 25 年度富山市民大学「生活医学薬学を学ぶ」；2013 Oct 18；富山． 
12)  小松かつ子．世界の薬用植物（インド・チベット・モンゴルの医学と薬用植物）．平成 25 年度漢方薬・生薬研修会，
日本生薬学会，公益財団法人日本薬剤師研修センター；2013 Oct 20；東京． 
13)  小松かつ子．医食同源－薬膳に利用できる生薬と食材．平成 25 年度富山県民会館分館金岡邸文化事業；2013 Oct 27；
富山． 
14)  小松かつ子，伏見裕利，朱 姝．現地学習（民族薬物資料館）．平成 25 年度富山市民大学「生活医学薬学を学ぶ」；
2013 Nov 1；富山． 
15)  小松かつ子．生薬資源の現状と課題．平成 25 年度漢方医学と生薬講座（第 7 回），NPO 法人富山のくすし；2013 Nov 
16；富山． 
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